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　　                            表紙の言葉
シラサギ

度会町　小坂 里香
　ずっと以前、玉城町の青田で見たサギを思い
出しながら色鉛筆で彩色してみました。
　ダイサギの目先のブルーの婚姻色、チュウサ
ギの派手な飾り羽、アマサギのオレンジ色。
みんなまとめてシラサギというにはもったいな
い個性がありますね。このようにアマサギを身
近で見なくなってどれくらいたつでしょうか。
　コロニー周辺にはまだまだたくさんいるの
でしょうが、近くの田んぼであの美しい夏羽を
見る機会がほぼなくなった気がします。
そういえばコサギもとんと見なくなりました。

紀北町大島周辺、海鳥調査
四日市市　笹間俊秋

　日本野鳥の会三重では島嶼プロジェクトの一環
で紀北町沖の大島周辺で海鳥調査を行いました。そ
の調査結果を報告します。

カンムリウミスズメ
　カンムリウミスズメは全長 24cm、翼長 12.3 cm
ほど。夏羽では頭頂の羽毛が 3 ～ 5cm まで伸長（冠
羽）し、その冠羽が和名の由来となっています。
日本および韓国南部の島嶼で繁殖。生息数が減少し
ているため日本では国の天然記念物に指定されて
います。三重県でも紀北町周辺の岩礁で繁殖が確認
されていました。当会では前回、2023 年 3 月 17 日
の調査で生息を確認していますが、生息や繁殖が継
続されているのかを確認するため、2026 年 3 月 18
日に紀北町海野（かいの）漁港から漁船で調査へ向
かいました。

海上調査
　午前 9 時 30 分に会員 5 名が漁船に乗り込み海野
漁港を出港しました。この日は曇りで風もほとんど
なく、波が穏やかでした。この調査の 1 週間前にも
環境省依頼の調査がありました。しかしカンムリウ
ミスズメは確認されていません。その際、海上に海
藻などが浮いていない状態で海鳥の餌となるもの
がなかったことが、生息を確認できなかった原因と

カンムリウミスズメ　撮影：沢本 浩志
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考えられました。出港してしばらくして上空をホウ
ロクシギが鳴きながら通過、シギやチドリ類などの
水鳥の渡りが本格的に始まっているとみられます。
漁港から 5 km ほど行くとカモメ類やオオミズナギ
ドリの群れが海上にいて、餌となる小魚がいる海藻
類が浮いているのを確認できました。そして 4 羽の
カンムリウミスズメがいるのを確認。さらに 6 km
ほどの地点では 2 羽のつがいらしき個体も確認で
きました。7 km の地点では 5 羽がいて盛んに潜っ
て採餌している姿を確認できました。カンムリウミ
スズメは 4 地点、合計 13 羽を確認することができ
ました。

まとめ
　今回見られたカンムリウミスズメはこの種の特
徴である頭頂部に黒い冠羽が伸びて夏羽になって
いる姿が確認できました。さらにペアで行動してい
る個体も確認でき、つがいの可能性があり周辺で繁
殖していると推測されます。この調査は乗船した漁
船・濱畑憲男船長の助言で営巣しているであろう岩
礁帯ではなく、採餌している可能性が高い紀北町大
島の西側海域を重点的に探しました。前回の 2023 年
の調査でも、3 月下旬に岩礁地帯周辺から大島周辺を
回るルートを通りましたが、今回と同じ海域で 18 羽
の成鳥を確認されていました。（しろちどり 117 号
掲載）その比較から繁殖期前半は変わらず生息して
いることが確認できました。この 2 回の調査では営
巣しているのかは確認できていませんが繁殖期後半
に巣立ちした雛がいることを確認できれば繁殖して
いるとみてよいと思います。そのためには 4 月後半
から 5 月にも調査する必要がありそうです。
　紀北町周辺の島嶼では貴重な海鳥の繁殖場所で
あることが分かっています。今後も当会ではこの
貴重な繁殖場所が継続されているのかを島嶼プロ
ジェクトで鳥類生息状況を確認して明らかにして
いきたいと思います。

紀北町大島周辺調査結果　
2026 年 3 月 18 日水曜日 午前 9 時 30 分～ 12 時
調査員　笹間 俊秋、沢本 浩志、鈴木 健真、
　　　　中山 雅晴、西村 四郎

ホウロクシギ、カンムリウミスズメ、ウミネコ、セ
グロカモメ、カンムリカイツブリ、オオミズナギド
リ、ヒメウ、カワウ、ウミウ、アオサギ、ミサゴ、
トビ、ハシブトガラス、ツバメ、ヒヨドリ、ジョウ
ビタキ、イソヒヨドリ  合計 17 種
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紀北町大島周辺地図

ペアで泳ぐカンムリウミスズメ

4 羽で行動するカンムリウミスズメ
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今シーズンの宮川河口のコクガン
伊勢市　中西  章

　今シーズン（2025 年 12 月～ 2026 年 4 月）の
宮川河口のコクガン越冬状況について報告したい
と思います。今までのコクガンの記録はしろちどり
121 号、126 号をご覧ください。
　昨シーズンは 11 月初旬に飛来したことで、今
シーズンは 11 月初めから毎朝、観察することにしま
した。ところが 11 月下旬に入っても一向に姿は見
せず、五主のほうにも姿は見ないとのことで、やは
り例年どおり 12 月に入ってからと思っていたとこ
ろ、12 月 1 日に中村悦子さんより、村松海岸で若い
コクガン 1 羽が飛来したとの連絡を受けました。そ
こでいよいよ宮川河口にも来るかなと思っていた
矢先、12 月 8 日にやっと大湊に 5 羽が飛来してき
ました。ただし毎日は飛来せず、この時期はまだ渡

り途中かもしれません。本格的に飛来したのは 12
月 16 日で 12 羽が飛来しました。その後 12 月 17
日には 19 羽と昨年の越冬数を超え、12 月 20 日に
は 26 羽とこの時点で過去最高の数となりました。
　何と 12 月 26 日には 2 羽増えた中に、昨シーズ
ンこの地で越冬した標識個体の J8 コクガンが飛来
してきました。SNS の情報ではこの J8 コクガンは
11 月中、宮城県の志津川湾に滞在していたことが
確認されていました。この J8 コクガンがまた宮川
河口の越冬地に帰ってきたということは、今まで個
体識別ができていないコクガンですが、他のコクガ
ンも同じように宮川河口に毎年越冬地に帰ってき
ていることが想像できます。

　そして年が明けた1月2日
には 30 羽となり、さらに
1 月 4 日には 32 羽（最大記
録数）となりました。さすが
に 32 羽となると写真では
1 枚の画に収めることはで
きないので、動画を撮って
1 羽ずつ確認することにな
ります。1 月 7 日までは 32
羽いたことは間違いないの
ですが、8 日と 10 日はどう
数えても 27 羽でした。（ガ
ンカモ調査では 1 月 4 日の
32 羽で報告する）

標識個体 J8 コクガン

大淀海岸のコクガン若鳥

16 羽の群れで飛ぶ
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　その後は 27 羽で 1 月末の越冬が確定し、3 月 12
日まで、この 27 羽がほとんど毎朝、飛来してきま
した。この 27 羽は雨覆と首輪の特徴から、成鳥が
20 羽とやや若い個体が 5 羽と幼鳥に近い個体が 2
羽と思われます。数が多いとグループ構成まではわ
からないですが、ファミリーとしてここ宮川河口に
来てくれたのなら嬉しい限りです。毎朝、飛来して
くると河口付近のアマモ、アオサ、ワカメなどの海
藻類を盛んに食べています。それだけ宮川河口が越
冬地の餌場としての魅力があるのでしょう。なお、
村松海岸の若いコクガン 1 羽はその後 2 月中旬ま
で、大淀海岸付近に単独で滞在していたことが確認
されていますので、宮川河口のコクガンの群れとは
別行動のようです。

　3 月に入ると北帰行が始まりますが、3 月 13 日に
は 2 羽減り、3 月 14 日には 5 羽減り、3 月 23 日に
は 3 羽減り、合計 17 羽となりましたが、この時点
ではまだ J8 コクガンはいました。3 月 24 日には 9
羽減って 8 羽となりましたが、この 8 羽には J8 コ
クガンはおらず、おそらく前日に旅立ったのでしょ
う。その後 3 月 31 日には 2 羽となり、4 月 2 日が
最後の 1 羽で終認日となりました。

ファミリーと思われる（手前幼鳥）

朝、砂州へ上陸時の様子

座り込んでいるときもある

　今シーズンの宮川河口のコクガンは 12 月初旬か
ら 4 月初旬まで約 4 か月の滞在でしたが、過去最大
の 27 羽が越冬し、さらに標識個体の J8 が再飛来
したことで、ここ宮川河口で越冬するコクガンが毎
年同じグループが飛来している可能性があるとい
うことが判明しました。来シーズンもさらにファミ
リーが増えたコクガンの群れと標識個体の J8 コク
ガンが飛来することを期待したいです。

浅瀬にたまるアオサを食べる

J8 アオサを食べている
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2025 年 12 月～ 2026 年 4 月コクガン観察記録
日付 記録 備考

2025/12/1 1 羽 村松海岸にて若鳥 1 羽、その後も滞在。
2025/12/8 5 羽 大湊海岸で初認。毎日は飛来せず。
2025/12/14 4 羽 安定せず
2025/12/15 2 羽 安定せず
2025/12/16 12 羽 10 羽増える。この後定着する。
2025/12/17 19 羽 7 羽増える。
2025/12/18 20 羽 1 羽増える。
2025/12/20 26 羽 6 羽増える。
2025/12/26 28 羽 2 羽増える。J8 個体が飛来する。
2026/1/2 30 羽 2 羽増える。
2026/1/4 ～ 1/7 32 羽 2 羽増える。今期最大数となる。
2026/1/8 ～ 3/12 27 羽 5 羽減る。この 27 羽が越冬する。
2026/3/13 25 羽 2 羽減る。北帰行が始まる。
2026/3/14 20 羽 5 羽減る。
2026/3/23 17 羽 3 羽減る。
2026/3/24 8 羽 9 羽減る。J8 個体が渡去する。
2026/3/27 7 羽 1 羽減る。
2026/3/31 2 羽 5 羽減る。
2026/4/2 1 羽 1 羽減る。
2026/4/3 0 羽 4 月 2 日が終認となる。

口を開けて飛んでいる




